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災害時の救援活動 立教１８２年SAIGAIKYUEN HINOKISINTAI

災
救
通
信
平成３１年

３月１日

第 ７号1

発 行

天理教

災害救援

ひのきしん隊

北海道教区隊

逐次発行

平
成

年
２
月

日

本
部
教
庁
地
下
会
議
室
に
於
い

31

25

て
、
立
教

年
度
下
半
期
隊
長
会
議
が
行
わ
れ
た
。
田
中

181

勇
文
本
部
長
よ
り
「
昨
年
夏
頃
よ
り
全
国
で
災
害
が
多
発

し
、
隊
の
重
要
性
を
教
内
外
で
認
識
を
深
め
て
い
る
。
新

聞
社
や
専
門
家
か
ら
も
取
材
を
受
け
る
こ
と
も
増
え
て
い

る
。
何
よ
り
も
、
災
害
が
起
き
な
い
よ
う
日
々
の
ひ
の
き

し
ん
活
動
に
つ
と
め
、
来
年
度
も
足
並
み
揃
え
て
活
動
に

取
り
組
み
た
い

」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
立
教

年
度
活

。

182

動
方
針
が
発
表
さ
れ
た
。

続
い
て
下
半
期
活
動
報
告
、
次
年
度
行
事
予
定
が
発
表

さ
れ
、
更
に
続
い
て
教
区
訓
練
報
告
と
し
て
、
香
川
教
区

隊
、
神
奈
川
教
区
隊
よ
り
報
告
が
あ
っ
た
。
香
川
教
区
北

嶋
隊
長
は

「
毎
年
、
訓
練
地
を
確
保
す
る
こ
と
や
、
訓
練

、

地
で
の
生
活
、
宿
営
な
ど
大
変
な
こ
と
も
多
い
。
今
年
度

は
、
過
去
の
記
録
を
も
と
に
自
治
体
に
再
交
渉
し
て
み
た

と
こ
ろ
、
過
去
に
訓
練
し
た
公
園
で
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、

今
年
度
の
訓
練
に
結
び
つ
い
た
。
訓
練
を
通
し
て
の
つ
な

が
り
は
重
要
で
あ
る

」
と
述
べ
た
。
ま
た
、
神
奈
川
教
区

。

佐
々
木
隊
長
は

「
現
在
神
奈
川
は
大
規
模
な
災
害
が
起
き

、

て
い
な
い
状
況
で
あ
る
が
、
有
事
に
備
え
大
規
模
災
害
被

害
状
況
伝
達
訓
練
を
行
っ
た
り
、
大
規
模
災
害

が
起
き
た
教
区
の
隊
長
に
、
災
害
出
動
の
様
子

な
ど
を
２
つ
教
区
隊
長
に
話
し
て
も
ら
い
、
有

事
に
備
え
た
意
志
の
確
認
を
行
っ
て
い
る

」
と

。

発
表
が
あ
り
会
議
を
終
え
た
。
な
お
、
会
議
終

了
後
に
は
５
月
末
に
行
わ
れ
る
「
東
北
・
北
海

道
ブ
ロ
ッ
ク
訓
練
」
の
担
当
者
会
議
が
持
た
れ

た
。

宣

誓

我
々
は
天
理
教
災
害
救
援
ひ
の
き
し
ん

隊
員
で
あ
り
ま
す
。
一
列
兄
弟
の
自
覚
に

立
ち
、
真
実
を
も
っ
て
救
援
活
動
に
あ
た

り
ま
す
。

本
部
隊
長
会
議

立
教

年
度
活
動
方
針

182一
手
一
つ
の
活
動
を
通
し
た
地

「

」

域
ひ
の
き
し
ん
の
推
進
と
隊
の
充
実

災
害
の
無
い
ご
守
護
を
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来

る
よ
う
、
常
に
地
域
で
の
ひ
の
き
し
ん
の
中
核
と

な
っ
て
つ
と
め
る
な
か
に
、
い
ざ
と
い
う
時
の
出

動
に
備
え
、
災
救
隊
結
成

周
年
に
む
け
て
の
隊

50

の
充
実
を
図
る
。

１
．
活
動
の
基
盤
と
な
る
ぢ
ば
へ
の
伏
せ
込
み

２
．
次
代
を
担
う
隊
員
の
育
成
と
増
員
を
図
る

３
．
実
動
を
見
据
え
た
訓
練
の
充
実
と
行
政
と
の

連
携
を
図
る

小
樽
支
部

小
樽
支
部
隊
（
久
米
田
忠
彦
隊
長
）
で
は
２
月
19

日
、
小
樽
市
社
協
よ
り
要
請
の
あ
っ
た
住
宅
３
軒
の
除

排
雪
ひ
の
き
し
ん
を
実
施
。
作
業
に
先
立
ち
天
理
教
館

の
雪
庇
落
と
し
を
行
っ
た
。

参
加
者
は
今
年
も
、
住
人

.

の
方
々
に
に
喜
ん
で
頂
こ
う
と
心
掛
け
、
丁
寧
に
綺
麗

に
除
雪
を
行
っ
た
。
そ
う
し
た
思
い
が
伝
わ
っ
て
か
、

喜
び
の
声
を
頂
き
共
々
に
勇
む
事
が
出
来
た
。
今
年
の

参
加
者
は
７
名
。

冬
季
平
時
訓
練

丁寧に心を込めて除雪する。
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雪が降る中、屋根の上での作業を行う。

天
龍
支
部

（

）

、

天
龍
支
部
隊

田
中
直
人
隊
長

で
は
２
月

日
19

日

１
泊
２
日
の
日
程
で
、
深
川
市
に
あ
る
雨
龍
大

20教
会
を
拠
点
と
し
て
、
恒
例
の
冬
季
平
時
訓
練
を
実
施

し
た
。
午
前
９
時
に
は
結
隊
式
を
行
い
、
あ
い
さ
つ
や

作
業
説
明
等
を
済
ま
せ
、
早
速
隊
員
達
は
現
場
へ
と
向

か
っ
た
。
今
年
も
深
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
要
請

の
あ
っ
た
住
宅
を
中
心
に
、
物
置
や
車
庫
、
ま
た
、
支

部
内
教
会
の
除
排
雪
、
屋
根
の
雪
降
ろ
し
な
ど
を
行
っ

た
。同

支
部
で
は
毎
年
、
夏
に
も
訓
練
と
し
て
留
萌
市
内

の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

萌
寿
園
で
の
草
刈
り
を
行

富
良
野
支
部

富
良
野
支
部
隊
（
中
村
孝
典
隊
長
）
は
２
月

日
16

上
富
良
野
町
に
於
い
て
、
訓
練
を
実
施
し
た
。
作
業

開
始
前
に
は
上
富
良
野
分
教
会
に
て
打
合
せ
、
点
呼

を
行
い
、
同
町
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
依
頼
の
あ
っ

た
独
居
老
人
宅
２
軒
へ
と
出
動
し
た
。
作
業
内
容
は

住
宅
屋
根
や
物
置
小
屋
の
雪
降
ろ
し
と
排
雪
を
行
っ

た
。
作
業
資
材
は
マ
ン
パ
ワ
ー
全
開
の
ス
コ
ッ
プ
、

、

、

、

ハ
ン
マ
ー

つ
る
は
し

ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
を
は
じ
め

安
全
帯
や
ロ
ー
プ
、
は
し
ご
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
等
も
準

備
し
た
。
一
方
で
こ
う
し
た
隊
員
持
ち
込
み
資
材
の

チ
ェ
ッ
ク
や
、
現
場
指
揮
や
交
通
誘
導
な
ど
の
役
割

を
ど
う
す
る
か
、
ま
た
、
暖
気
時
の
作
業
を
実
行
す

る
か
の
判
断
な
ど
反
省
点
も
出
さ
れ
た
。

ま
た
、
社
会
貢
献
の
要
素
が
大
き
い
こ
う
し
た
活

動
は
、
こ
れ
か
ら
も
ぜ
ひ
続
け
て
行
く
べ
き
と
い
う

意
見
も
あ
っ
た
り
、
社
協
の
方
か
ら
も
継
続
し
て
の

っ
て
い
る
。
昨
年
の
胆
振
東
部
地
震
を
経
験
し
、
い
つ

何
時
に
災
害
が
起
こ
り
う
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
認

識
の
下
、
今
年
は
一
段
と
有
事
に
備
え
て
支
部
内
が
一

手
ひ
と
つ
に
な
っ
て
、
真
剣
に
訓
練
に
取
り
組
む
こ
と

が
出
来
た
。

資
材
と
し
て
、
ス
コ
ッ
プ
や
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
、
は
し

ご
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
軽
ト
ラ
、
２
ト
ン
ダ
ン
プ
、

除
雪
機
（
ス
ロ
ワ
ー

、
タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
を
使
用
し

）

住
宅
１
軒
、
住
宅
物
置
２
軒
、
教
会
１
軒
、
車
庫
１
棟

の
作
業
を
行
い
、
訓
練
を
終
え
た
。
夕
食
な
ど
は
婦
人

会
の
ひ
の
き
し
ん
を
お
願
い
し
、
訓
練
参
加
者
は
の
べ

名
（
婦
人
会
を
含
む
）
と
な
っ
た
。

21

除排雪の手を休め、記録写真を。いい天気です。

活
動
は
あ
り
が
た
い
と
感
想
を
述
べ
て
く
れ
た
。

今
回
は
参
加
隊
員
も
少
な
く
課
題
も
あ
る
が
、
地
域

で
の
ひ
の
き
し
ん
活
動
に
勇
む
こ
と
が
出
来
た
。

５
名
が
参
加
。

東
北
・
北
海
道

ブ
ロ
ッ
ク
訓
練

５
月

日
出
発

28

６
月
１
日
帰
道

支
部
隊
長
ま
た
は
副
隊
長


